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要旨 

考古学では中国の新石器時代から近代まで、陶器、土器、壁画、青銅器など研究対象

となる出土品が数多く発見されているが、それらの出土品に描かれている紋様、あるい

は鳥の形を表した出土品がどのような象徴性を持っているか、という宗教学的問題につ

いては、ほとんど旧来の学説を繰り返すにとどまり、 新の知見が見られない。その旧

来の学説とは、「鳥は太陽信仰のシンボルである」という主張である。本稿は、この旧

来の解釈に批判的考察を加え、古代中国の鳥信仰を象徴するシンボル「鳥と円形」に描

かれた「円形」を、ただ「太陽」という単一の解釈に還元するのではなく、当時の未開

社会で も重要な意味をもっていた「生殖」の信仰の影響を考慮した、より重層的な象

徴概念として捉え直す必要がある、と主張する。 

 

はじめに 

古代中国において、鳥は霊的な動物と見做されて特別な信仰の対象となり、それゆえ

に祭祀・呪術・喪葬などさまざまな儀礼に登場してきた。その証明として、考古学分野

では、中国の新石器時代から近代に至るまで、鳥をモチーフとした紋様や絵を配した土

器・壁画・青銅器などの出土品が、数多く発見されている。それらの出土品に描かれた

紋様、あるいは鳥の形を表した出土品が、いったいどのような象徴性を持っているかと

いう宗教学的問題に対し、これまで多くの研究者が関心を抱いてきた。が、そこで提示

される解釈は、「鳥は太陽信仰のシンボルである」という前提に立った論説がほとんど

である。しかしながら、中国における鳥信仰の意味解釈とその変遷に関する先行研究を

分析していくと、その研究状況はかなり断片的であり、この「鳥＝太陽信仰のシンボル」

という説には、不十分な点が存在することがわかる。本稿は、こうした先行研究の問題

点を明らかにしながら、中国原始社会（新石器時代）における鳥信仰の象徴的意味につ

いて、旧説が主張してきた「鳥は太陽信仰のシンボルである」という解釈にとどまらな

い、より重層的な新たな視点を提示することを目指している。 
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1. 「鳥」のシンボルをめぐる先行研究の分析 

これまでの先行研究が、「鳥と太陽信仰」との関連性や枠組みなどについて、どのよ

うに解釈してきたかを分析するにあたり、まず本稿では、古代中国の考古資料に現れる

「鳥」をめぐるシンボルを年代順に並べ、その図像の変遷を説明していく（これらを年

代順にまとめたものが、末尾の表である）。 

 

(1-1) 「鳥と円形」のシンボル（「鳥と太陽」以前） 

「鳥と円形」というシンボルの組み合わせが出現した も古い例は、紀元前 5000 年

頃、新石器時代の長江文明に属する「河姆渡（カボト）文化」にさかのぼる。中国の新

石器時代は、「黄河文明」「長江文明」「遼河文明」という三つの文明圏に分けられる。

このうち「黄河文明」「長江文明」に属する河姆渡（カボト）文化、仰韶文化（ギョウシ

ョウ）文化、良渚（リョウショ）文化、大汶口（ダイブンコウ）文化などの遺跡から、

「鳥と円形」を表す図が多く出土しているが、この当時の人々はまだ未開であり、土器

に描かれた絵や壁画などは、かなり難解で抽象度の高いものである。 

まず、BC5000 年頃の長江文明に属する河姆渡遺跡から出土した「双鳥紋の象牙片（図

1）」から見てみよう。この象牙片には、中央の同心円の周りに、炎もしくは毛のような

紋様が描かれている。そして、これと同じく河姆渡遺跡から出土したナイフの柄に、図

１と類似した紋様が描かれている（図 2）。このナイフの柄には、双頭の鳥形が二つあ

り、鳥形の中に同心円が描かれている。 

この河姆渡遺跡と同時代で、黄河文明に属する仰韶遺跡からも、「鳥形の上に円形が

描かれた図形」が出土している（図 3、図 4）。また、これと同じ黄河文明に属し、少し

年代が下った BC4300 年頃の大汶口遺跡からも、仰韶遺跡と類似した「鳥形の上に円形

が描かれた紋様」が出土している（図 5−1、5−2、5−3）。さらに、河姆渡文化を引き継い

だ、同じ長江文明に属する BC3200 年頃の良渚遺跡からも、「鳥形の中に円形が描かれた

紋様」が発見されている（図 6）。以上は、「鳥と円形」というシンボル群に属する出土

品であるが、ここに現れる「円形」は未だ抽象的に描かれており、それが実際に何を意

味するかは、明らかではない。 

 

(1-2) 「鳥と太陽」のシンボル 

上でみた「鳥と円形」に対し、次に取り上げるのは、そこに描かれる「円」が、「太

陽」や「月」という具体的対象を表すと見做される例である。これらのシンボルの組み

合わせが登場するのは、BC1500 年頃、四川地域の古蜀文明に属する三星堆遺跡と、湖南

省長沙市の馬王堆遺跡においてである。この時代に現れる「鳥と太陽、蟾蜍と月」（日

像、月像）のシンボルは、絵を描く技術や道具の完備、色染め技術の発達と共に、色や

形の表現だけからしても、その絵の内容は明らかに「太陽」と「月」であると判断でき

るようになった。 
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まず、三星堆遺跡からは、「太陽神樹」と呼ばれる青銅器（図 7）と、「太陽神鳥のマ

ーク」と呼ばれる金箔の装飾品が出土している（図 8）。この「太陽神樹」には、大きな

枝が三本と枝分かれを含めて九本の、それぞれ曲がりくねった枝があり、その上にたく

さんの蕾みがあって、蕾みのいくつかには「鳥」が止まっている。また、もうひとつの

「太陽神鳥のマーク」の中心には、くりぬかれた渦巻き形があり、その周囲に「鳥形」

のマークが四つ描かれている。 

さらに、そこからかなり時代を下った前漢（BC200 年頃）に属する、湖南省長沙市の

馬王堆遺跡からは、十余の彩色帛画（絹に描かれた絵）が出土している（図 9）。この帛

画の絵柄は上部と下部に分かれている。まず上部の右上の角には、一輪の赤い太陽と、

その太陽の中に三本足の鳥が一羽、また左上の角には、眉のような三日月があり、その

月の中には蟾蜍と白い兎がいる。太陽と月の間には、頭は人で体は蛇の形をした、髪を

振り乱した女神がおり、その女神のそばには、五羽の白い鶴が羽を広げたり、首を伸ば

して鳴いたりしている。一方、下部には、曲がりくねった「扶桑の木」（東海の日の出

るところにあるという神木）と八個の小さな太陽が描かれている。さらにその扶桑の木

の周りを二匹の龍が舞い、神獣が地を走り、吉祥雲が絡みついている。以上は、色や形

だけで、そこに描かれた円形が「太陽」であると判断できる、典型的な例である。 

 

（1-3）「鳥」と「太陽」を結びつけるこれまでの解釈 

これらのシンボルは、これまで、どのように解釈されてきたのだろうか。 

まず、馬王堆遺跡（前漢）から出土した帛画に描かれた「三本足の鳥と太陽と樹」と

「蟾蜍、兎と月」（図 9）から見ていこう。実はこのような図柄は、前漢の馬王堆遺跡の

みならず、後の世代にもよく現れる。東アジア地域において、「三本足の鳥」を「太陽」

の象徴とする意匠化や神格化がよく見られることは、これまで様々な研究で指摘されて

きた。三足烏については、中国古代、特に前漢後半以降、壁画古墳において、太陽（日

輪）の中に様々な姿勢をした三本足の烏が頻繁に描かれており、これを「神烏」、「金烏」、

「赤烏」などと呼んで、この日輪と鳥をまとめて「日像」と称してきた。一方、月の中

には、地域、時代によりそのモチーフは異なるが、例えば月桂樹を中心にして、変形し

た「蟾蜍（ひきがえる）」と、杵をもち木臼で不死の仙薬をつく「兎」が描かれる例な

どが見られる。この「月と蟾蜍（または兎）」の組み合わせは、一般に「月像」と呼ばれ

てきた。この「日像」と「月像」は、発掘された墳墓内の壁画においてセットで描かれ

ることが多く、その由来と象徴的意味について、これまで多くの研究者が言及している。

その代表的なものの一つに、西川昭彦の研究がある。西川は中国の「日像・月像」の変

遷について、次のように語っている。 

 

これら（日像と月像に関する）中国南方起源の神話は中国全土につな

がり、様々な思想と融合し、意味づけがなされ、様々な対象に表され
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た。しかし、基本的には日月像は天界あるいは神仙界の一部を表現し

たもので、多くの場合、墳墓の壁画など送葬に関わるものに表され、

埋葬された人物の死後の世界での安穏を願う意味合いが含まれた。ま

た日月像は陰陽五行説に基づき、日は陽を、月は陰を示し、日は昇り

沈みを、月は満ち欠けをそれぞれ繰り返すもので、いずれも再生、不

死なるものを意味する考え方がある。・・・さらに天文学の発展に伴い、

日月像はその星宿図の太陽と月の表現にも取り入れられ、後漢時代の

四川地方において日月像を腹部に持った人面鳥身の羽人の画像磚が数

多く、また河南省南陽地方では日輪を腹部に持つ陽鳥というものが画

像石に表される。・・・日月像は西王母、東王公信仰と結びつき、四川

省や山東省の画像石には、西王母の眷属として三本足の鳥、蟾蜍、不

死薬を搗く兎、九尾の狐などが登場し、羽人などと重複して表現され

ている場合もある。（下線は筆者による）1 

 

さらに、この「日像」と「月像」の起源について、池沢優は、河姆渡文化における象

牙製の蝶形器に刻まれた鳥形のモチーフを取り上げて、これが「一対の鳥に支えられた

太陽神の図像と見られ、三本足の鳥の源」であろうと指摘する。さらに、これに続く良

渚文化で発掘された玉器の紋様から、太陽神と月神が主神となっていたことがわかると

も論じ、この鳥形のモチーフが、殷代の甲骨文における 高神・帝となり、その後、周

代の「天」の概念にまで発展する、という順番で変遷してきたと説明している2。 

次に、ここから時代を遡った三星堆遺跡（BC1500 年頃）から出土した「太陽神樹」（図

7）および「太陽神鳥のマーク」（図 8）については、どのような解釈が存在するだろう

か。上記で示した「日像」と「月像」は、ときに「柱（樹、竿など）」と同時に登場する

ことがある。この「鳥と太陽と柱」（時に鳥と太陽と月と柱）という組み合わせは、東

アジア地域においてよく見られ、「太陽神樹」はその一例と考えられる。萩原（1996）

によると、この神樹は『淮南子』3『山海経』4などの中国の古典籍にある「扶木、若木」

に該当するという。『淮南子』では、若木は建木の西にあって、若木の端に十の「日」

がある、と説明されている。この若木の枝に止まるものは、同時に「鳥」にも例えられ、

「太陽を象徴する九羽（または十羽）の鳥が止まっている」という話で知られる「太陽

を射落す神話」5とも関連する。「太陽を射落す神話」は、弓の達人「羿」が九つの太陽

 
1 西川昭彦「日像、月像の変遷」『正倉院年報』16 号、1994 年 3 月、28〜33 ページ。 
2 池沢優「中国の太陽（神）祭祀の諸類型―象徴としての太陽―」、松村一男・渡部和子編『太陽神の研

究（上巻）』所収、有限会社リトン、2002 年 6 月。 
3 『淮南子』は中国の前漢時代の哲学書。老荘思想を中心に儒家、法家思想などを取り入れ、古代中国人

の宇宙観が具体的に記述されている。 
4 『山海経』は中国の地理書。作者不明。中国古代の戦国時代から秦朝、漢代（BC400―BC300）にかけて

徐々に付加執筆されて成立した書物と考えられている。 
5 袁珂『山海経校注（ 終修訂版）』、北京聯合出版公司出版、2014 年。 



古代中国における鳥信仰 

―新石器時代における「鳥と円形」の象徴的意味の探究― 

楊   ミョウ 

－34－ 

を射落す「射日神話」とも呼ばれており、内容の要約は以下の通りである。 

 

昔、太陽は十個あり、地中に住み、地中で湯浴みしていた。東の果ての湯

谷の上に巨大な扶桑の木があり、十個の太陽は湯谷の扶桑をつぎつぎ昇っ

て、一日ずつその梢から天空へと旅立ち、西の果ての蒙谷に沈み、地の下

（水中）をもぐって、熱を冷まし、ふたたび湯谷に帰っていた。太陽には

それぞれ烏（はじめ二足、のちに陰陽五行思想の影響で奇数を聖なる数字

とすることから三足に）が住んでいて、樹上から飛び立っていた。あると

き、十個の太陽が一度に空に駆けめぐった。大地の草木は、みるみる焼け

焦げ大変なことになった。弓の達人である「羿」が太陽の中にいる烏を九

羽まで射落とし、地上の人々は焼死を免れた6。  

 

四川省の三星堆遺跡から出土した青銅神樹は、この「射日神話」と関連があると考え

られ、その枝先に止まっている九羽の鳥は太陽であると解釈されている。すなわち、射

日神話と三星堆遺跡から出土した太陽神樹は、同じ世界観を表していると見做されてい

るのである。 

こうして古代中国における「鳥」のシンボルは「太陽」と深く結びついていく。では、

そもそも、なぜ「鳥」と「太陽」が結びつくのか。それには、古代中国における「天の

思想が背景となった太陽信仰」と、「稲作文化が背景となった太陽信仰」が影響してい

ると考えられる。 

 

（1-4）天の思想が背景となった太陽信仰 

『宗教学辞典』によると、「天」とは、一般的には、「天の神」で、父として人格化さ

れた神とされている。創造の力と 高の権威を持つものとされ、至上神と見なされるこ

とが多い。天は高く無限で、超越性、力、永遠性を表しているため、絶対的なものとみ

なされる7。 

これに対し、古代中国の「天」という概念は、一般の人格化された「天」とは異なり、

「古代中国の天上にあると想像された 高の神」と見做されてきた。殷の占いに用いた

甲骨文にあらわれる帝は、のちに「天」と呼ばれた神と同じ性格のものとみられている。

人間の周囲に起こる様々の自然現象は、全て「天」の支配するところであり、「天」の

意志の表現である。したがって自然現象を精密に観察することは、そのまま「天」の意

志を察知することになる。また地上の人間の行為も「天」に支配されているので、人間

の行為の中からも「天」の意志を知ることができる。自然と人間はともに「天」によっ

て支配される法則のもとにあり、「天」は万物の主宰者であった。そして、「天」の下位

 
6 萩原秀三郎『稲と鳥と太陽の道―日本文化の原点を追う』大修館書店、1996 年、46 ページ。 
7 小口偉一・堀一郎編『宗教学辞典』、東京大学出版会、1973 年、560 ページ。 
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に「太陽」と「月」がある。太陽の象徴は三本足の「鳥」で、月の象徴は「蟾蜍」であ

る。太陽と月はよく左右対称で登場し、世界図、天体図を表す。そのため、第二段階の

「鳥と太陽、蟾蜍と月」の思想的背景は、「天」の思想であることがわかる。 

 

（1-5） 稲作文化が背景となった太陽信仰 

次に、「鳥」と「太陽」を結びつけるもう一つの根拠である

「稲作文化が背景となった太陽信仰」について述べたい。ここ

では、「鳥」と「太陽」と「稲」の三要素が結びつけられるの

だが、それはどのような論理に基づくのだろうか？まず、「稲」

が重要視される理由から説明しよう。本稿（1−1）で述べた「鳥

と円形」の初見は、河姆渡遺跡である。この河姆渡文化（BC5000 年頃、長江文明に属す）

は、中国新石器時代における「黄河文明」「長江文明」「遼河文明」という三つの大きな

文明圏の中で、 も早く「稲」を栽培し始めた文化であると指摘されている。「初めて

の稲栽培」と「鳥と円形の初見」という二つのことから、「稲」「鳥」「太陽」は右図のよ

うに、それぞれ互いに影響し合っていると推定されている8。まず、「稲と鳥」を結びつ

ける理由として、現代に残された民話や口伝の中の「 初の稲をもたらしたのは鳥であ

る」という物語の存在を挙げることができる。その物語のあらすじは、以下の通りであ

る。 

 

遠い昔の人々はまだ狩猟採集民で、鳥類の肉が主な食料だった。ある

日、先人たちが鳥を丸ごと焼いて食べようとした。鳥の主食は穀物で、

焼いた鳥はちょうど穀物をいっぱい食べたばかりで、まだ消化されて

いない穀物は鳥の体内で加熱されることによって、穀物の芯が膨らん

できて、いい匂いをしていた。それで、先人たちは食べられる野生稲

を発見した。鳥は空を飛ぶため、先人たちはこの穀物は天からもらっ

た宝ものだと信じ、鳥を崇拝しはじめた9。 

 

日本にも「鳥と稲」の関連性を示す事例がある。『豊後国風土記』によると、「速水郡

に地味肥沃の原野があった。郡内の百姓がこの野で多くの水田を開き、たいへん富み栄

えた。ところが富み奢ったあまり、余した糧で餅の的をつくってこれを射た。餅は白鳥

となって飛び去り、以後百姓は死に絶え、水田も荒廃した」とある。そして、『山城国

風土記』の逸文にも同様の伝説が稲荷の起源伝承として語られている。これとは逆に白

鳥が餅と化したという話も、豊前の国仲津の郡の中臣の村の出来事として『豊後国風土

 
8 萩原秀三郎『稲と鳥と太陽の道―日本文化の原点を追う』、大修館書店、1996 年。大林太良『稲作の神

話』、弘文堂、1973 年。 
9 蔡芸芸「古代日本与中国呉越地区鳥信仰比較研究―以中日鳥信仰文化伝承関係為主線」、中央民族大学

修士論文、2013 年。 
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記』に記録されている。萩原はこれらの伝承に基づき、「穀霊（餅と稲魂）」と「鳥」と

「太陽」とは不即不離に融通するという観念があると指摘している10。 

「鳥と稲」の関連性を示すもう一つの理由は、「鳥畑」という鳥の習性を生かし、畑

を野生動物、害虫の被害から守るという風習があることである。「鳥畑」に関する記録

は様々な古典籍に見られる。『越絶書』巻十によると、「大越海浜之民、独以鳥田」（大

越の海浜の民は、ひとり鳥田をもってし）、『呉越春秋』巻六によると、「禹崩之後、衆

瑞並去、天美禹徳爾労其功、使百鳥還為民田」(禹が崩じて後、多くの瑞祥はみな去っ

た。天は禹の徳を美としてその功を労った。百鳥に民田を治めさせた)とある。 

次に、「太陽と稲」は、どのように関連すると考えられるか。当時の稲作民にとって、

稲は主要で貴重な食料である。大切な稲を栽培するには、太陽の光が不可欠な存在であ

る。そのため、当時の稲作民は太陽の重要さに気づき、「太陽と稲」という関連性を覚

えたと多くの研究者が指摘している11。 

さらに、「太陽と稲」という組み合わせは、「穀霊信仰」とも関連すると指摘される12。

『世界大百科辞典』によると、「穀霊」とは、穀物に宿り、これを生かしている精霊、

霊魂をいう。「穀霊信仰」とは万物に霊的存在が宿るとするアニミズムの一種で、植物

崇拝の一環をなす。穀霊観念と、これに基づく儀礼、慣行は、程度の差はあれ、未開、

文明を問わず、穀物栽培を生業とする諸民族に広く分布するが、典型的なものは稲作地

帯に見られるという。その儀礼は多くの場合、稲の精霊、霊魂（稲霊、稲魂）が、人間

と同様に誕生（発芽）、成長、成熟、死（枯死）、再生の過程をくりかえすとの観念に基

づいている。つまり、「太陽」は「稲」に対して、ただエネルギーの源であるだけでな

く、誕生から死を経て再生を繰り返すという命の循環あるいは、季節・時間の交代を司

る存在でもあると解釈されてきたのである。 

ここで、そもそも宗教学では、「稲」は象徴的にどのように定義されるかを論じる前

に、まず、「農耕儀礼」の意味を説明する必要があろう。「農耕儀礼」とは「農耕社会に

おいて作物の豊穣を期待する目的で、超自然的な力の作用を得るべく、集団の依拠する

世界観を構成するモチーフのもとに、農耕の区切りごとに表象される宗教行為である」
13と定義されている。この農耕儀礼における主要なモチーフを構成する根底は「死と復

活」の循環である。古代の人々は、農耕における「作物の発芽から枯死、さらに、そこ

から生まれた種子による生命の継承」の観察により、死と復活の観念を発達させたと考

えられる。作物に限らず、人間の一生における「妊娠、誕生、生育、病い、成人、死亡、

霊魂の残留」の過程が、農作物の過程と類似すること、また、天体における月の満ち欠

 
10 萩原秀三郎『稲と鳥と太陽の道―日本文化の原点を追う』、大修館書店、1996 年、190 ページ。 
11 萩原秀三郎『稲と鳥と太陽の道―日本文化の原点を追う』、大修館書店、1996 年。金関恕「鳥夷と弥生

時代の祭り」『稲―その源流への道』、東アジア文化交流史研究会、1990 年。黄強「中国の稲作遺跡と古

代稲作文化」『アジア稲作文化と日本』、雄山閣、1996 年。など 
12 同上。 
13 小口偉一・堀一郎編『宗教学辞典』、東京大学出版会、1973 年、596 ページ。 
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けに関する観察の結果も、死と復活の観念を導きだす根底となったことであろう、と坪

井洋文は指摘する14。「死と復活」をモチーフにした観念は、農耕儀礼を貫く普遍的形態

であり、循環的な世界観は農耕民の間に認められる様々な文化要素の共通性や類似性を

生み出すもとになっているのである。 

この農耕儀礼の中でも、これまでの研究では、特に稲作儀礼がよく取り上げられてい

る。日本の稲作文化は中国から伝来した可能性が高いと言われているため、中国の稲作

儀礼を論じる際に、日本の稲作儀礼を典型的な例として用いることが多い。日本の稲作

儀礼は、稲作作業の過程に応じて、次のように組まれている。「播種儀礼→田植儀礼→

成育過程儀礼→初穂儀礼→収穫儀礼」であるが、収穫と播種の間に新年が置かれ、その

時の予祝儀礼として、呪術的要素を豊富に内包した儀礼が集中している。それは稲の枯

死から種子（穀霊）の残留と復活を期待する「冬祭り」でもある。穀霊の復活のための

休息と、新しい生命力の付与による鎮魂が、この「冬祭り」で行われるのである。古代

中国において、こうした「鎮魂儀礼」を行った記録や痕跡は未だ見出されていないが、

鎮魂以外の儀礼的要素は、古代中国の稲作儀礼を論じる際にもよく用いられている。 

このように「鳥」と「太陽」のそれぞれが「稲」と関連することから、この「稲」と

いうシンボルを介して、元々何ら関係のない「鳥」と「太陽」とが結びつけられるよう

になったと考えられよう。 

 

（1-6）「鳥と円形」のシンボルをめぐる解釈 –「円形」は果たして「太陽」か – 

以上のように、古代中国における「鳥」と「太陽」を関連させて崇拝する信仰は、そ

の成り立つ背景の違いにより、主に「稲作文化が背景となった太陽信仰」と「天の思想

が背景となった太陽信仰」という二つに分けられる。 

このように、先行研究が「鳥」と「太陽」を関連したシンボルとして解釈してきたの

は、上記の「鳥と太陽・蟾蜍と月（＝日像・月像）」の分析に基づいた判断であった。こ

れまで多くの研究者が、この「鳥と太陽」の図柄の存在を根拠に、中国の新石器時代に

描かれた「鳥と円形」の中の「円形」の正体をすら、「太陽」であると主張してきた。彼

らは、「太陽信仰」の存在を大前提とし、それが形成されてきた時代的背景の違いを十

分考慮することなく、すべての時代に登場した「鳥」を、単純に「太陽信仰」のシンボ

ルへと還元してきたのだが、果たしてその解釈は正しいのだろうか。本稿では、こうし

た先行研究の旧説に異論を唱え、その解釈に未だ曖昧さが残る、古代中国・新石器時代

における「鳥と円形」の象徴的意味について、以下、掘り下げていく。 

 

２．新石器時代・中国における「鳥と円形」のシンボルをめぐって 

結論から言うと、「鳥と太陽」がシンボルとして結びついたことは確かだが、しかし、

そのような概念の結びつきは、母権制社会であった新石器時代にはまだ生まれていなか

 
14 同上、597 ページ。 
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ったのではないか、というのが本稿の主張である。(1-1) で示したように、「鳥と円形」

というシンボルの組み合わせが出現した も古い例は、紀元前 5000 年頃、新石器時代

の長江文明に属する「河姆渡文化」にさかのぼる。この河姆渡文化の時代は母権制社会

と考えられており、したがって、そこに登場する「鳥と円形」のうちの「円形」は、必

ずしも「太陽信仰」のような観念的（＝稲作文化と結びついた「太陽」）、もしくは政治

的（＝「天」の思想と結びついた「太陽」）な意味合いを含むものではなく、より原初

的な「生殖崇拝」の信仰を映しているのではないか ―すなわち、その「円形」は、エ

ネルギーを内に宿した原始的・神秘的・マナ的な、鳥の「タマゴ」ではなかろうか ― 

と、本稿は考える。 

まず、上記の先行研究には、どのような問題点があるかについて論じたい。それは、

主に以下の二つに分けられる。 

（1）古代中国・新石器時代に登場する「鳥と円形」の図の中にある「円形」を「太陽」

だと主張してきた先行研究の論拠は、すべてのちの時代に登場した絵をもとに推測して

いる。この考え方が不十分である理由は、まず、「鳥と円形」を象徴とする出土品は、

紀元前 5000 年頃の河姆渡文化や仰韶文化に遡るもので、この当時はまだ母権制社会で

あったのに対し、「鳥と太陽」を象徴する出土品が現れる三星堆遺跡（BC1500 年頃）や

馬王堆遺跡（BC200 年頃）の時代は、母権制社会ではなく、そのあとに登場した父権制

社会に属するものである。母権制社会から父権制社会への変化とともに、宗教的思想に

も大きな変化が起こった。そもそも太陽を崇拝する「太陽信仰」は、「稲作文化」や「天

の思想」という、父権制社会とたいへん関連性が高い思想・文化を背景にして起こった

信仰である15。社会体制が母権制から父権制へと大きく変化し、それぞれの社会の宗教

的思想や社会構造が更新されていく中、その出土品に刻まれた「鳥」に関する象徴の意

味が変わらないとは考え難い。 

（2）次に、この「鳥と円形」の図像が登場するのは、長江文明に属する河姆渡文化（BC5000

年頃）、良渚文化（BC3200 年頃）、また黄河文明に属する仰韶文化（BC5000 年頃）、大汶

口文化（BC4300 年頃）などの遺跡からなのだが、このうち、長江文明においては稲作文

化が大きな特徴のひとつとみなされていることから、先述した「稲作文化が背景となっ

た太陽信仰」の理論に基づき、多くの研究者たちが、この長江文明圏に現れた「鳥と円

形」の「円形」を「太陽」だと推定している16。が、問題は、長江文明とは全く異なる、

黄河文明に属する仰韶文化や大汶口文化においても、この「鳥と円形」の図像が出土し

ている、という事実である。これが意味するところは、「鳥と円形」という図像の組み

合わせが成立するのに、稲作文化の存在、しいては、それを基盤に発展した太陽信仰は、

必要条件ではなかった、ということである。言い換えれば、長江文明に属しており、

 
15 飯塚勝重「三足烏原像試探」『アジア文化研究所研究年報』48 号、2014 年。松前健『日本神話と古代生 

活』、有精堂出版株式会社、1971 年、62〜84 ページ。 
16 牛清波「中国早期刻画符号整理与研究」、安徽大学博士論文、2013 年。 
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も早く稲作が始まったであろうと推定される河姆渡文化ですら、この「鳥と円形」の中

の「円形」が、稲作文化と深く結びついた「太陽」の象徴であると断言することには無

理があろう、ということである。 

 

3. 新たな視点 ―鳥と「タマゴ」― 

以上の先行研究にある問題を踏まえて、本稿は、旧説が主張してきた「鳥は太陽信仰

のシンボルである」という解釈にとどまらない、新たな視点を提示する。この新たな視

点とは、「鳥と円形」の中にある「円形」は、生殖の力を有している鳥の「タマゴ」であ

るというものである。この円形を、「太陽」ではなく、「タマゴ」の象徴だと考える理由

については、次の二つが挙げられる。 

まず重要なのは、もし社会的・文化的影響によって形作られた先入観がなければ、も

ともとそれぞれ独立した概念であると言っても過言ではない「鳥」と「太陽」を結びつ

けるのは、簡単なことではないと思われる。もし何の社会的・文化的先入観も受けない

と想定した場合、鳥はもともと卵生生物なのであるから、鳥の体内にある円形といえば、

「鳥と卵」の方が容易に発想されるであろう。ここでの「タマゴ」は、決して単なる生

物学上のタマゴではなく、「マナ」のような、宗教的・神秘的な「力」を持つ塊と考え

て良いだろう。というのも、このような認識は、原始社会の人々に広く共有されていた

と考えられているからである17。「マナ」とは、太平洋地域で見られる原始的な宗教にお

いて、神秘的な力の源とされる概念である。鳥の「タマゴ」をめぐる創世神話は、東ア

ジア、朝鮮半島によく見られる。例えば、高句麗の始祖とみなされる東明王は、父神の

解慕漱18と、河伯水の神の娘・柳花との交わりによって産み出された「大きな卵」から

誕生したと伝えられる19。 

このような「卵」をめぐる神話に関し、これまでの研究は、それらの神話の諸要素を

分析して議論してはいるものの20、そもそも「卵」が宗教的シンボルとしてどのような

意味をもつのかについては、ほとんど触れていない。本稿が注目したいのは、こうした

宗教的シンボルに秘められた「意味」である。一般に宗教学においては、「太陽」の象

徴的意味は、権威、権力、理性など観念的な特徴をもつのに対して、「卵」の象徴的意

味の特徴は、生殖、生命力など神秘的で原初的であると解釈される。権威、権力、理性

など観念的な特徴を有している「太陽」は、父権制社会に該当し、生殖、生命力など神

秘的で原初的な特徴を有している「卵」は、より古い母権制社会に該当すると考えられ

 
17 小口偉一・堀一郎編『宗教学辞典』、東京大学出版会、1973 年、689 ページ。 
18
『李相国集』の「東名王編」によると、解慕漱は、天から降臨して地上を治め、夫餘という国を建国し

た存在で、この解慕漱が東名王（高朱蒙）の父親にあたる。 
19 金烈圭『韓国の神話、民俗、民談』、成甲書房、1984 年。 
20 たとえば金烈圭は、「同じく卵から誕生しているが、その源泉が人為的であるのか、あるいは天上的であ

るのかによって対立している。これは人間生命の天からの下降と、地中からの湧出という垂直的対立に対

応する。ここでこの垂直的対立は、人間生命の根源に対する天生観と地生観に代替され得る」と論じてい

る。金烈圭『韓国の神話、民俗、民談』（成甲書房、1984 年、50-52 ページ）を参照のこと。 
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る。 

ここで、なぜ「卵」が生殖、生命力など、神秘的で原初的な象徴であると考えられる

のかを論じる前に、まず母権制とは何か、そして、母権制の下では一般にどのような信

仰が存在するのか、を述べよう。 

 

(3-1) 母権制から父権制へ 

母権制とは、妻方居住婚、母系制、家母長制という一連の要素を内包する社会制度で

ある。人間の家族の歴史が母権制を経て父権制へと発展したとする母権説は 19 世紀の

後半から今世紀初頭にかけて一つの時代を画した。母権制とは女性が政治的、社会的権

力ないし支配を持つ場合をいうのだが、 近の人類学や民族学のフィールドワークの発

展に伴い、真の母権制社会が存在しないことが明らかになった21。バハオーフェンが

1861 年に、『母権論』を著して以来、進化主義者や伝播主義者たちの間で盛んに用いら

れた概念であるが、現在の文化人類学者で、この概念を支持する者はほとんどいない22。

だが、バハオーフェンの説は、不十分な点があるのは確かではあるが、参考にできる部

分もあると考えている。バハオーフェンの説に従えば、人類の も原始的な段階は乱交

的性生活であり、子供はだれが自分の父親であるかはわからないが、生みの親たる母親

は、自分の子を認知できた。彼はイタリア中部の古代墳墓の研究によって先史時代の死

者祭儀に用いられた象徴を解釈し、ホメロスの叙事詩で歌われたインドゲルマン系の天

上神よりはるか以前に、大地の神々の神殿が存在したであろうと推定した。この大地の

神々（地母神）は、デメテル、コレ、ガイアなどいずれも女性の特徴を持っているので

ある。吉原達也は、この「地母神」と「母権制」に関するバハオーフェンの基本的な理

念を、次のように要約している。 

 

太古においては精神の力は物質の中に含まれ、そして物質の下位に置かれるものと

考えられた。この関係は目に見えないかたちでものを生み出す水の力を大地が絶え

ず吸い取りこうして初めて豊かな実りをもたらすことができ、またそれらの産物を

大地が死において受け入れるという大地観に現れている。これは湿潤地における異

常に豊かな植生、ナイル川に養われたエジプトの黒土が産む旺盛な植物相と言った

もので人間に強く印象付けられた。そこでは、人間は物質的、母性的な大地を 高

の力として崇拝し、大地を手本として生活を形成した。地上の世界はこの地母の似

姿あるいは代理人であり、それゆえ地母と同じく神聖である。また、地母は 初に

あったものとして、あとから来たもの、 初のものから生まれたものである男より 

上位に置かれていた23。 

 
21 大林太良『母権制の謎』、評論社、1975 年、91〜127 ページ。吉原達也「バハオーフェン『母権論』を

読む」、広島大学、https://home.hiroshima-u.ac.jp/forum/1990-04/33-37.pdf。 
22 同上。 
23 吉原達也「バハオーフェン『母権論』を読む」、広島大学、https://home.hiroshima-u.ac.jp/forum 
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バハオーフェンによると24、この母権制には二つの段階があり、一つは乱婚＝娼婦制、

もう一つは婚姻的女性支配である。乱婚は無秩序、無道徳であり、いっさいの制限や排

他性を悪とみる。それに対して、婚姻的女性支配とは、高度な農耕文化と定住そして婚

姻をともなう女性支配が確立され、制限と秩序を重んじ、結合と平等という価値観を持

った洗練された文化段階である。そして母権制の次に父権制がきた、とバハオーフェン

は主張する25。この説に対して、「諸段階の移行は飛躍的ではなく、むしろ漸次移行的で

あり、多層的な構造である」という批判がある26。確かに社会制度の移行は単一的なも

のでなく、母権制と父権制、婚姻制と乱婚制が互いに影響し、より多様的、重層的に存

在していると考えられる。しかし本稿は、バハオーフェンが説いた母権制から父権制へ

の発展段階説を支持する。それは、単一的な母権制は存在しないが、重層的な構造の中

においてすら、 初に重要視されたのは「父性」「婚姻」ではなく、「母性」「乱婚」であ

ったという視点からである27。上記の「母権説」を主張するに際してバハオーフェンが

取り上げた事例は、ほとんど東アジア以外である。古代中国をはじめ東アジアにおいて、

未開の時代によく発見されるのは、「トーテムを崇拝するトーテミズムと結びついた生

殖崇拝」であり、それは「母性」と深い関係があると考えられているからである28。 

トーテミズムについて、それが一般にどのように定義されているかを論じよう。その

うえで、中国をはじめ東アジア地域における独特なトーテミズムの特徴を提示する。ま

ず、ここでは、一般的なラドクリフブラウンの定義を取り上げよう。ラドクリフブラウ

ンによれば、「社会が種々の集団に分かれており、その各集団とある特定の種―普通は

動物や植物の種だが、人工的なものや動物の部分の場合もある―との間にある特殊な関

係があるとき」29、これをトーテミズムと呼ぶ。さらにリヴァーズは、このトーテミズ

ムの特性を「社会的」「心理的」「儀礼的」の三つの側面で考えた30。社会的には、トー

テムが集団と結合する。心理的には、集団の成員とトーテムの間に親族関係があるとい

う信仰が見られる。儀礼的には、トーテムに対する畏敬が、それを食べたり、殺したり

するのを禁ずる、あるいは何かの目的を達成するために、トーテムを食べたり、殺した

りすることで表現される。本稿では、このトーテミズムの心理的側面である「集団の成

員とトーテムの間の親族関係」と、儀礼的側面である「畏敬するトーテムを食べること」

 
/1990-04/33-37.pdf。 
24 J.J.バハオーフェン著、岡道男、河上倫逸監訳『母権論 1 古代世界の女性支配に関する研究―その宗

教的および法的本質』、みすず書房、1991 年、1〜60 ページ。 
25 同上。 
26 大林太良『母権制の謎』、評論社、1975 年、91〜127 ページ。 
27 エーリッヒ・ノイマン著、福島章訳『グレート・マザー ―無意識の女性像の現象学』、ナツメ社、1982

年。 
28 松村一男『女神の神話学 処女母神の誕生』、平凡社、1999 年。エーリッヒ・ノイマン著、福島章訳

『グレート・マザー ―無意識の女性像の現象学』、ナツメ社、1982 年。 
29 小口偉一・堀一郎編『宗教学辞典』、東京大学出版会、1973 年、585 ページ。 
30 同上。 
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という二つに注目したい。 

まず、「集団の成員とトーテムの間の親族関係」に注目すると、トーテムはその集団

のメンバーの祖先とみなされ、集団のメンバー全員の誕生は、「人間と人間」というふ

つうの生殖行為を経ることなく、「トーテムと人間」という特殊な生殖行為を通して可

能になる、という信仰が生まれる。さらに、「畏敬の対象であるトーテムを食べること」

という儀礼は、「感生信仰」という信仰と関連しており、この「感生信仰」の事例は中

国のトーテミズムでよく見られる。「感生信仰」とは、ある人の出生について、その母

がふつうの男女の生殖行為を経ることなく、自然現象等に触れたり、あるいは何かを飲

み込むことによって懐妊する、とする伝説である。以上に取り上げられた「集団の成員

とトーテムの間の親族関係」と「畏敬するトーテムを食べること」という二つの特徴は、

両方とも「生殖」というキーワードと関連している。 

 

(3-2) 中国におけるトーテミズム 

中国におけるトーテミズムでは、「生殖」が重要視されている。このような「生殖と

関連する事象を重要視し崇拝すること」は「生殖信仰」と呼ばれている。中国における

生殖信仰の中には、様々な崇拝対象が存在している。「鳥と卵」をモチーフとして、「鳥

はトーテム、卵は生殖の力」と表現するのは、その代表的な例である。 

具体例を挙げれば、殷商の時代に、東夷人の末裔である商族は、東夷人と同じく「鳥」

をトーテムとしていた。また多くの古典籍には、簡狄という人が、鳥の卵を呑んで始祖

の契を産んだ、という神話が載せられている。『史記』殷本紀曰く、「簡狄が、玄鳥が卵

を落としているのを見て、それを取って食べたら契を妊娠した」だとか、『詩緯』推度

災、『列女伝』、『竹書紀年』殷商成湯、『宋書』符瑞志等の古典籍にも、これと類似する

記述が多数見られる。 

さらに、このような「卵」を飲み込む風習は、現在の民間でも存在している。例えば、

青島の漢族（墨、胶州の人々）は、今でも商族の伝統と関係がある習慣を持っている31。

それは、清明節の時に、人々が小麦粉で様々な「燕（つばめ）」の形を作る、というも

のである。この燕を蒸して、隣近所の親戚に贈り合い、女の子にこの燕形の蒸し物を食

べさせるのである。この風習は、女性が早く妊娠しますように、あるいは、妊娠の能力

を身につけるように、と祈る象徴的儀礼である。また、この風習には、もう一つの側面

もある。清明節には、女性だけでなく全員で鳥の卵を食べたり、また子どもを産んだ女

性は、産後に赤くした「卵」を食べたりするのである。この二つの行為においては、卵

はもはや「生殖の力」という直接的な意味を失い、より広い意味でのお守りのような役

割を果たしていると言えよう。このような変化が起こった原因として、おそらく後の時

代の社会形態が父権制へと変化するにしたがって、「生殖」という行為が、原始時代に

信仰されていた「女性とトーテム」という呪術的関係性ではなく、より科学的・合理的

 
31 何星亮「試論 早的生殖崇拝形式」『社会科学研究』、四川省社会科学院、1992 年 6 月。 
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な「女性と男性」との交合という次元で理解されるようになったことが考えられよう。

こうして、「卵と鳥」はもはや生殖の力の象徴としてではなく、単純に「祖先」を象徴

するものとして、末裔の集団の人々を守る存在となったのではなかろうか。 

以上の具体例から、このような伝説記録は、先ほど取り上げた「感生信仰」に属して

おり、「鳥」は集団のトーテムとなって、その共同体の始祖とみなされていることがわ

かるだろう。ここでの卵は、単なる卵生動物の卵を意味しているのではなく、鳥である

祖先、あるいはトーテムからもらった「神秘的な生殖の力」を象徴していることが読み

取れる。加えて、上記のような「感生信仰」に関連する伝説記録には、「母性」という

不可欠な存在に対する尊崇を見ることができ、これは母権制と深くつながっていると考

えられるのではないか。前節で述べたように、トーテミズムの世界では、妊娠、出産な

どの行為は、「人間と人間」もしくは「男性と女性」ではなく、「人間とトーテム」もし

くは「女性とトーテム」の間で起こる。言い換えれば、こうした「感生信仰」に関連す

る伝説記録には、「男性」が全く登場せず、「女性とトーテム」との直接的な関係が強調

されるのみで、それによって女性の地位の高さを示す役割を果たしているのである。こ

の「生殖」というテーマを中心に据える「生殖信仰」においては、男性よりも「女性」

が重要視されることがわかるであろう。 

 

おわりに 

ここまでの「母権制」と「生殖信仰」の議論を踏まえ、本稿は、これまで主張されて

きた「鳥と円形」にある「円形」を「太陽」の象徴とのみ見做す単一説を批判し、これ

を「卵」と解釈する、新たな視点を提示したい。その理由は、以下の通りである。 

まず、はじめて「鳥と円形」が発見された遺跡は紀元前 5000 年にさかのぼる河姆渡

文化に属している河姆渡遺跡である。中国における新石器時代の墓地と遺跡の発掘、副

葬品などの出土品によると、紀元前 4000 年前後までは母系社会であるとされている。

そのため、紀元前 5000 年前の河姆渡文化は母系社会に属することがわかる。そして、

上記に説明したように、母系社会では、すべての社会的主導権が必ずしも女性にあるの

ではないにせよ、しかしながら、「生殖」という側面では、女性は男性より重要視され

ることが明らかである。なぜなら、当時は外婚制が実行され、母方の血筋のみをたどる

ことが重要視されたからである。このような女系のつながりを重視する「生殖」の背景

では、「トーテム生殖信仰」という、「女性」と、共同体の始祖の象徴である「トーテム」

との関係を強調し、母方の血筋を固める役割を果たす信仰が誕生したと考えられる。そ

して、トーテムのモチーフとして使われるのは「鳥と卵」である。こうした考察を踏ま

えた結果、紀元前 5000 年前にさかのぼる河姆渡遺跡をはじめ「鳥と円形」の中にある

「円形」の根源は、太陽という抽象的な概念のみに還元するのではなく、より原初的な

生殖の概念を含んだ「トーテム生殖信仰」の基盤となる、生殖の力をあらわす「マナ」

のような宗教的・神秘的な「力」を象徴する塊であると考えるのが妥当ではなかろうか。 
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バハオーフェンの母権論が批判されたように、当時の古代社会では、地位や権力など

のすべてが女性にあるのではなく、母権と父権が混在し、互いに影響しあっていたと考

えられる。したがって、本稿で論じた母権的概念も、それのみですべてを説明しうるわ

けではないだろう。本稿が強調したいのは、父権と母権が入り混じった新石器時代にお

いて、「鳥と円形」にある「円形」を、ただ単に「太陽」という、たった一つの解釈に還

元するのではなく、当時の未開社会で も重要な意味をもっていた「生殖」の信仰の影

響を考慮した、より重層的な象徴概念として捉え直す必要があろう、という主張である。 
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